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令和６年度第３回アンケート集計結果
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（１）調査担当課

（２）アンケート内容

（３）調査期間

（４）送付数

（５）回答数

①総合政策部　秘書課　　　　　　②都市整備部　都市計画課
③健康管理部　健康支援課　　　

①「市政広報」に関するアンケート調査
②「自転車利用」に関するアンケート調査
③「女性の健康」に関するアンケート調査

令和7年1月10日～令和7年1月24日　※終了後も一定期間回収

１９８人　（WEBモニター：１３５人、郵送モニター：６３人）

①１８４人　（WEBモニター：１２３人、郵送モニター：６１人）　回答率　９２．９％
②１８５人　（WEBモニター：１２４人、郵送モニター：６１人）　回答率　９３．４％
③１８４人　（WEBモニター：１２３人、郵送モニター：６１人）　回答率　９２．９％

※回答比率は、小数点第1位を四捨五入しているのため、合計が100％にならない場合があります。

令和6年度　第3回宮崎市政モニターアンケート調査概要

　モニターの属性　　　　　　　　　　　　　　　　基準日：令和6年4月1日

　年齢別

　職業別

WEB
モニター
67.5%

郵送
モニター
32.5%

　モニター種別（アンケート方法）

18～19歳
1%

20～29歳
6.5%

30～39歳
15%

40～49歳
20%

50～59歳
20%

60～69歳
15%

70～79歳
15%

80歳以上
7.5%

会社員
46%

主婦(夫)
18%

無職
19%

自営業
4%

公務員
3%

学生
2%

その他
8%

旧宮崎市域
78.5%

佐土原町域

8.5％

高岡町域
3%

田野町域
2.5%

清武町域
7%

宮崎市外
0.5%

　地域別

18～19歳 2人 50～59歳 40人

20～29歳 13人 60～69歳 30人

30～39歳 30人 70～79歳 30人

40～49歳 40人 80歳以上 15人

合　計 200人

旧宮崎市域 157人 高岡地域 6人

佐土原地域 17人 清武地域 14人

田野地域 5人 宮崎市外 1人

合　計 200人

会社員 92人 自営業 8人

主婦(夫) 36人 公務員 6人

無職 38人 学生 4人

その他 16人 合　計 200人

WEB 135人 郵送 65人

合　計 200人



　◆ 調査の目的

　◆ 調査の概要

（1）調査期間　　  令和7年1月10日 ～ 令和7年1月24日   ※終了後も一定期間回収

（2）モニター数　　198名

（3）提出者数　　  184名　（　回答率　93％　）

（4）担当課　　　　総合政策部　秘書課　広報広聴室

　◆ 調査結果の考察

問1 （市政情報の入手方法）
　市政に関する情報源としては、広報紙が約8割と最も多く利用されていますが、LINE も4割以上と高い利用率です。
SNS利用者のほとんどが LINE を利用していることから(問9)、LINE を活用した広報の認知度向上に注力する必要が
あります。しかし、新聞やテレビなどの既存メディアの利用も多いことから、デジタル化を進めつつも、多様な媒体をバ
ランス良く活用し、幅広い世代へ情報を届ける必要があります。

問2～5 （広報紙の入手方法・内容） 
　広報紙の入手方法は自治会配布が約6割と最も多く、WEB での入手は約8%と低く、未入手も12%いる現状です。引き
続きWEB版を周知しながら、魅力ある広報紙になるよう努めていきます。なお、広報紙では「市からのお知らせ」への関
心が最も高く、「特集記事」「イベント情報」「健康・福祉」となっています。広報紙を見てイベントに参加した人が6割を超
えていることから、イベント周知などにおける広報紙の一定の効果を確認できました。

問6～8 （広報紙の配布方法）
　広報紙の内容については、「特になし」という意見が多い一方、「ページ数不足」「魅力的な記事不足」といった具体的
な要望も寄せられました。読まない理由として「自治会未加入」によって配布されないことが課題となっています。全戸
配布の必要性については、「現行どおり」でよいという意見が多いものの、経費削減を理由とした配布部数の見直しを
求める意見もありました。配布方法の見直しや読者ニーズに即した魅力的なコンテンツ作成の必要があります。

問9～11 （SNS利用状況）
　SNS利用率はLINE が約96%と非常に高く、重要な情報発信ツールとなっており、次いでYouTube、Instagramの利用率
が高いです。一方で利用していない人も約1割存在し、年代別だと60代以上に集中しています。市公式SNSの登録状
況はLINE が約8割と高いものの、未登録者も一定数いるため登録者の増加を図っていきます。「緊急情報」「イベント
情報」に加え「プレゼント企画」の関心が高いことから、結果を踏まえ、効果的なSNSの活用を検討していきます。

問12～14 （新聞購読状況） 
　新聞購読状況については、「購読している」と「購読していない」が二分しているものの、年代構成で「購読している」
の約8割が50代以上となっています。新聞購読者は新聞広告を読む人が多く、中でも「救急・防災情報」「観光・イベント
情報」「健康・医療情報」に関心が高い傾向にあります。新聞購読者への情報提供は一定の効果が見込めますが、未
購読者も多いことから、新聞以外の媒体も活用した情報発信も行う必要があります。

問15 （自由意見）
　広く市民に市政情報を周知するため、デジタルやアナログを含めて、様々な媒体を通じて広報してほしいとの意見が
散見されました。特に防災情報やイベント情報、生活情報の発信への希望が多く、また、広報紙に関しては、引き続き
紙媒体での配布を継続希望する意見や逆にデジタル版のみでの配信など、回答者の世代によっても異なる意見が
様々ありました。各世代で情報収集の方法が異なるため、早期のデジタル版への集約は困難と考えられます。

　◆ 調査結果のまとめ

　今回のアンケート調査では、市民の情報入手経路の多様化、LINEの高利用率に加え、広報紙の役割が改めて確認
できました。多様な市民ニーズに応えるためには、デジタル化を進めつつ、紙媒体の利点も活かした多角的な広報活
動が必要となります。広報紙は自治会配布が中心ですが、引き続きWEB版も周知していきます。
　なお、全戸配布については賛否両論ありますが、経費削減の観点から配布部数の見直しを求める声が多くあったた
め、ご意見を踏まえつつ今後の広報紙の配付方法を検討していきます。
　また、多くの回答者が、デジタルとアナログ両方を活用した、多様な広報活動を希望されていました。広報紙を含め
て、紙媒体とWEB版の併用など、各世代で異なるニーズに対応するため、広報紙、新聞、テレビ、SNSなど様々な広報
手段を活用して広報していきます。

令和6年度　宮崎市政モニターアンケート

「市政広報」に関するアンケート調査　　集計結果

　宮崎市では、広報紙やテレビ、ラジオ、ＳＮＳ、そして報道機関への情報提供などを活用して、効率的かつ的確な広
報活動に取り組んでいます。今回の市政モニターアンケートを行うことによって、より良い市政広報を行うための基礎
資料とし、今後の活動の改善などを行います。



回答者数

1 市広報みやざき（広報紙） 152

2 市新聞広告（宮崎市からのお知らせ） 56

3 市ホームページ 52

4 市政ラジオ 8

5 Facebook（フェイスブック） 7

6 X（エックス：旧Twitter） 9

7 LINE（ライン） 111

8 Instagram（インスタグラム） 7

9 YouTube（ユーチューブ） 5

10 ヤフー！くらし（Yahoo!くらし） 4

11 自治会便による回覧（市広報紙以外） 48

12 宮崎ケーブルテレビ 4

13 イオンモールデジタルサイネージ 1

14 新聞記事（報道） 68

15 テレビのニュース（報道） 101

16 ラジオのニュース（報道） 28

17 インターネットのニュース（報道） 31

18 その他 0

184

回答者数

1 自治会を通じて自宅に配布 113

2
市役所庁舎（総合支所、地域センター、地域
事務所を含む） 6

3
地区交流センター（旧公民館）など、上記2以
外の公共施設 7

4
宮崎銀行・太陽銀行・宮崎第一信用金庫・高
鍋信用金庫・ＪＡみやざき 4

5 郵便局 4

6 コンビニエンスストア 5

7 スーパーマーケット 6

8 フィットネスクラブ 1

9 市ホームページまたは市公式LINEから閲覧 14

10 入手していない 22

11 その他 2

184

■ 　「その他」のご意見　

・ 会社の回覧　　・宮崎市立図書館

　　◎調査結果

１．「市政情報の入手方法」について、おうかがいします。

選択肢 回答者構成比

82.6%

30.4%

28.3%

4.3%

3.8%

4.9%

60.3%

3.8%

2.7%

2.2%

26.1%

2.2%

0.5%

37.0%

54.9%

15.2%

16.8%

0.0%

回答者数計　 (回答数計　692） -

２．広報紙に関することについて、おうかがいします。

選択肢 回答者構成比

61.4%

3.3%

3.8%

2.2%

2.2%

2.7%

3.3%

0.5%

7.6%

12.0%

1.1%

回答者数計 -

集計結果の数値（％）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、内訳の比率の合計が
100％にならない場合がある。また、複数回答の設問は、比率の合計が100％を超える。

問1 日ごろから市政に関する情報やお知らせなどは、どのようなもので目にしますか（または耳にしますか）。
テレビ・ラジオ・新聞による報道を含め、当てはまるものをすべて選んでください。

問2 現在、広報紙は、自治会を通じて加入者宅へ配布しているほか、公共施設や金融機関などに設置しています。あな
たは、主にどのような方法で広報紙を入手していますか。あてはまるものを１つ選んでください。
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回答者数

1 ほとんど全部読む 96

2 興味のある記事だけ読む 60

3 ほとんど読まない 6

4 読まない 0

162

回答者数

1  表紙 49

2  INFORMATION（市からのお知らせ） 120

3
 みやざきTOPIX（前々月のイベント等
の紹介記事）

61

4  特集記事 78

5  CLOSE-UP！（市政の注目記事） 46

6
 FOCUS！（人物に焦点を当てた紹介
記事）

40

7  今月の一皿（料理レシピ） 37

8  ぶらりみやざき（イベント情報） 81

9  子育て 41

10  健康・福祉 68

11  今月の情報ひろば 58

12  自治会「宝」自慢 18

13  市長コラム 60

14
 クロスワード／間違いさがしにチャレ
ンジ！

34

15  今月の読者プレゼント 60

16  裏表紙　#miyazaki_colors 21

17  その他　 1

156

回答者数

1  イベントに参加したことがある 96

2
 担当課に相談・問い合わせしたことが
ある

29

3  ない 52

156

問3 広報紙はどの程度読んでいますか。あてはまるものを１つ選んでください。

選択肢 回答者構成比

59.3%

37.0%

3.7%

0.0%

回答者数計 -

問4 広報紙のページ（記事）で興味があるものを、すべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

31.4%

76.9%

39.1%

50.0%

29.5%

25.6%

23.7%

51.9%

26.3%

43.6%

37.2%

11.5%

38.5%

21.8%

38.5%

13.5%

0.6%

回答者数計 -

問5 広報紙を見て、イベントに参加したり、担当課に問い合わせたりしたことがありますか。
あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

61.5%

18.6%

33.3%

回答者数計 -
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回答者数

1  文章量が多い 6

2  文章がわかりにくい 4

3  文字の大きさ・色が読みにくい 10

4  デザイン・レイアウトが読みにくい 6

5  イラストや写真が少ない 6

6  ページ数が多い 2

7  ページ数が少ない 17

8  魅力的な特集や読みたい記事がない 14

9  特になし 102

10  その他 9

156

■ 　「その他」のご意見　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

回答者数

1  読む時間がないため 2

2  読みたい記事がないため 3

3  文章量が多く読みにくいため 0

4  新聞を購読しているため 3

5
 パソコンやスマートフォンなどで市政
情報を入手するため

5

6  市政情報に関心がないため 2

7  自治会に加入していないので届かないため 8

8  特になし 6

9  その他 3

28

■　ご意見の一部

・

・

・

問6 広報紙の内容について、改善してほしいと感じることはありますか。あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

3.8%

2.6%

6.4%

3.8%

3.8%

1.3%

10.9%

9.0%

65.4%

5.8%

回答者数計 -

情報が古い。自治会経由は配布されてくるのが遅く、情報が役に立たない。

高齢者が多い市ではあるが、もっと子育て世代によい場所の案内などが欲しい。公園や施設であれば、
トイレや駐車場、自動販売機などのことも加えて。

中身が画一化していて、変化興味に乏しいと感じています。

大きめの写真より、もう少し文字数があった方が良い。

自治会「宝」自慢は、順番で選出されているのか分からないですが、もっと若い世代の会長されている
方や女性などもちょこちょこ取り上げてほしいです。

もっと多くの広報があるので載せられるだけ載せてほしい（大事なことを含めて市ボランティアの方々
の情報など）。誰ひとり取り残さない社会づくりを目指している市なので、市で取り組まれているボラ
ンティアの方々の活動も、タッグを組んで広報で広めていってほしい。まだまだ広報が不足しているの
が現状です。

ページ数は適当だと思います。

次月以降の催しを知らせてほしい。

子育て関連を情報をもっと増やしてほしい（保育園などの手続きのお知らせなど）

昔よりプロの方が制作された様に見やすいです。色彩もふちを強いブルーとかかこみ、市の広報と一目
でわかるように。

問7 広報紙を「ほとんど読まない・読まない」理由は何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

7.1%

10.7%

0.0%

10.7%

17.9%

7.1%

28.6%

21.4%

10.7%

回答者数計 -

班に入っていたが　突然解散したため、その後はなかなか手に入らない。

令和6年度当初まで全て読んでいたが、マンネリ化校正になっているため。

手にする機会がないため。
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回答者数

1
 経費や手間がかかっても、全戸配布したほう
がよい 22

2

 手間や経費がかかるのであれば、現行の配
布方法（自治会を通じての配布）でよい。その
ほか必要な方は、市の施設などで、自由に持
ち帰ることができるようにしてあればよい

86

3

 WEB版で閲覧できるので、作成冊数をできる
限り見直してもらいたい。紙媒体で必要な方
は市の施設などで、自由に持ち帰ることがで
きるようにしてあればよい

45

4

 原則的にWEB版のみでの閲覧とし、紙媒体は
できる限り印刷しないようにする。紙媒体で必
要な方は市の施設などに、限定的に設置して
あればよい。

20

5  分からない 3

6  その他 8

184

■　ご意見の一部

　（印刷部数を減らす）
・

・

・

　（WEB版の配信を進める）
・

・

・

　（その他）

・

・

回答者数

1  X（エックス：旧Twitter） 60

2  Facebook（フェイスブック） 46

3  LINE（ライン） 163

4  Instagram（インスタグラム） 99

5  YouTube（ユーチューブ） 112

6  Tik Tok（テイックトック） 20

7  利用していない 16

169

問8 広報紙はどのような形態が良いと思いますか。あてはまるものを1つ選んでください。

選択肢 回答者構成比

12.0%

46.7%

24.5%

10.9%

1.6%

4.3%

回答者数計 -

自治会を通しての配布の際も、年度終わりに、紙媒体の配布がいいかWEBのほうがいいかの質問票を回覧板に
入れ、必要部数だけを紙媒体で配布すれば印刷の無駄が省けるのでは。

全戸配布の必要性はないと考えるが、現行の方法（自治会を通じて配布）を行いつつ、WEBがあるので作成冊数
は減らしてよいと考えます。また、自治体を通じて配布しても不要な方もいるので、返却もしくは、希望者のみの配
布として、余った分を市の施設等で持ち帰れるようにすればよいと考えます。

市の施設に常設してあるものと思っていたので、この質問には正直驚きました。市民に例えば塵だしルールを徹
底させるためなど、すべての市民が手に取れるようにすべきだと思います。

WEB版を基本としてもらい、高齢者等の世帯等の多い自治体で希望する地域には、紙媒体にする。なるべく紙を
減らした方が良いと思う。

自治会の閲覧だと、高齢者が回覧するので歩いたりなどが難しい人もいると思うので、紙媒体は辞めた方がよい
と思う。しかし、webだと高齢な方全てが利用出きるか不明。

自治会に加入している方は現行通りの配布で、加入していない方は、経費等考えると、WEB閲覧にしても良いので
はないかと思います。

今の現状で、あと、コンビニ等にも配置してくれれば良いかと思う。

私は読みたいのでどこかで手に入れますが、市民に周知するには考えさせられる。

３．SNSの利用状況についておうかがいします。

問9 あなたが利用しているＳＮＳは何ですか。あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

35.5%

27.2%

96.4%

58.6%

66.3%

11.8%

9.5%

回答者数計 -
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　＜参考＞　年代区分

回答者数

1  X（エックス：旧Twitter） 60

2  Facebook（フェイスブック） 46

3  LINE（ライン） 163

4  Instagram（インスタグラム） 99

5  YouTube（ユーチューブ） 112

6  Tik Tok（テイックトック） 20

7  利用していない 16

169

回答者数

1  Ｘ（エックス：旧Twitter） 18

2  Facebook（フェイスブック） 11

3  LINE（ライン） 128

4  Instagram（インスタグラム） 13

5  YouTube（ユーチューブ） 10

6  すべて登録（フォロー）していない 33

168

回答者数

1  災害や避難などに関する緊急的な情報 136

2  市が主催するイベントや講座などの情報 132

3  子育てや健康・福祉などの情報 86

4  観光情報 71

5  まちづくり政策に関する情報 62

6  市長からのメッセージ 47

7  プレゼント企画 82

8  その他 9

168

■　ご意見の一部

・

・

・

選択肢 回答者年代構成比

回答者数計

問10 宮崎市公式SNSアカウントを登録（フォロー）していますか。あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

10.7%

6.5%

76.2%

7.7%

6.0%

19.6%

回答者数計 -

問11
市からのお知らせとして、ＳＮＳで発信してほしい情報を教えてください。
あてはまるものをすべて選んでください。

選択肢 回答者構成比

81.0%

78.6%

51.2%

42.3%

36.9%

28.0%

48.8%

5.4%

回答者数計 -

補助金や助成金の情報　　　・　地震等の災害関連情報を定期的に発信してほしい

子ども食堂に関すること　　　・　市に関係するNPOやボランティア団体の取組活動

市議会情報　　　　　　　　　　 ・　市長の活動に関すること（YOUTUBEでのライブ配信を含む）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

20代

20代

20代

20代

30代

30代

30代

30代

30代

30代

40代

40代

40代

40代

40代

40代

50代

50代

50代

50代

50代

50代

50代

60代以上

60代以上

60代以上

60代以上

60代以上

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上



回答者数

1  購読している 90

2  購読していない 94

184

　＜参考＞　年代区分

1  購読している 90

2  購読していない 94

184

回答者数

1  ほとんど読んでいる 53

2  興味のある部分のみ読んでいる 33

3  全く読んでいない 4

90

回答者数

1  救急・防災情報 60

2  届け出・証明窓口等 29

3  ごみの出し方 35

4  健康・医療情報 50

5  高齢者・介護情報 42

6  出産・子育て情報 20

7  保育・学校等の教育情報 19

8  年金・税金情報 48

9  観光・イベント情報 56

10  その他 5

90

■　ご意見の一部

・

・

４．市新聞広告（宮崎市からのお知らせ）についておうかがいします。

問12 新聞（宮崎日日新聞、毎日新聞、朝日新聞、読売新聞のいずれか）を購読していますか。

選択肢 回答者構成比

48.9%

51.1%

回答者数計 -

選択肢 回答者年代構成比

回答者数計

問13 新聞広告（宮崎市からのお知らせ）はどの程度読まれますか。

選択肢 回答者構成比

58.9%

36.7%

4.4%

回答者数計 -

問14
新聞広告（宮崎市からのお知らせ）にはどのような情報を載せてほしいですか。
あてはまるものをすべて選んでください

選択肢 回答者構成比

66.7%

32.2%

38.9%

55.6%

46.7%

22.2%

21.1%

53.3%

62.2%

5.6%

回答者数計 -

補助金や生活に関する情報　　　・　子ども食堂に関すること　　・　確定申告に関すること

新聞広告は必要なし
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（ＳＮＳの活用について）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（市広報みやざきについて）

　 【全般】
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

５．最後に、おうかがいします。

問15 市が行う広報活動全般について、ご意見やご提案などがあれば、自由にご記入ください。

■ ご意見の要旨

以前よりもずいぶんわかりやすく見やすくなり、SNSの活用も上手におこなっていると思う。ただ、Xについては、ひ
どい書き込みや根も葉もないものがあったりと、見るに堪えられないものがあるので、Xを見るのをやめてしまった
という経緯がある。

現在、LINEで市からの広報が届くのはとても良いと思います。市長さんや市役所が身近に感じます。

LINEが開設されてから、情報がタイムリーに送られてきて非常にありがたいです。イベントなどへ出かけるきっか
けにもなっています。ぜひ継続して続けていただきたいです。おみくじ的なその場でわかるプレゼントなどがあって
も楽しいかも。

LINEは定期的に企業などと違い、同じような内容でなく、いろんなイベントや取り組みなどいろいろあって届くのが
楽しみ。企業などは配信時間内容等パターン化してるので、市のLINEのほうが良いと思う。インスタはみてないの
でまたみてみたいと思います。

公式LINEで情報が届くのでありがたいです。これからもプレゼント企画などでLINEを充実させれば、LINEを登録し
てくれる若者も増えると思います。

LINEからの情報はとても重宝しています。

LINEに登録しています。新聞や広報紙を読んでいますが、LINEに自動的に入ってくる情報に、知らなかったイベン
トや情報があるんだと思うことが多々あり、便利で効果があるんだなと実感しています。

SNSの発信を増やしてくれると、すぐに情報を確認する事ができてとても便利です。特にLINEは、他のSNSより情
報が埋もれないのでよく利用しています。

LINEにて１月の地震の時、通知を出してもらい助かった。

LINEを登録して、地震の情報がすぐに分かってよかったです。イベントや講座の情報もわかってよいです。

宮崎市広報のＸをフォローしているが、他の記事に埋もれてしまって発信していたことを気づかなかった。興味ある
活動をされていれば、わざわざ検索してみるが、現在はそういう気持ちにならない。以後、気をつけてチェックして
みます。

1年前くらいに宮崎市のLINEを知ったくらいなので、もっと公共の場などにSNS等のQRコードをお知らせして欲し
い。スマホのカメラでかざすだけで見れるのは便利なので、ぜひもっとSNSを活用してほしい。

公式LINEのイベント・講座等の情報が割と遅めなので、チラシ等が出来た時点で（そのくらい、早い段階でというこ
とです）発信してほしいです。

若い人に向けた、美味しいお店や映えスポットなど紹介したインスタが増えてほしい。

市広報は前市長時代に比べて、読みやすく情報の質もとてもいいと思う。興味深い内容が多い。ただ、
40代の夫は興味を惹かれないのか読んでない。あまり市政に興味のない層にどうやってページを開いて
もらうかが重要になると思う。

市の広報紙は毎月、すべてのページに目を通します。とても読みやすく、毎号楽しみにしています。ま
だまだ知らない市政情報があると思うので、どんどん発信していただきたいと思います。

あれだけの記事の量、内容とまとめるには、すごく苦労や努力をされているものと感心しております。
現在の市報はとても良いのでこれからも続けて欲しいです。

市の広報紙は楽しみに読んでいます。以前に比べると内容が充実していると思うし、市長さんのコメン
トも興味深く読ませてもらっています。

このアンケート用紙位の文字、色見が良い。

広報紙にその月のカレンダーを付けて、スケジュール管理を出来るようにしたら便利だと思うし、ファ
イリングして翌年に昨年のことが分かり便利だと思う。

年齢を問わず読みたくなるようなイラストやわかりやすい文章で作成してほしい。

市報の内容が薄く感じる。健康・医療・介護の情報を増やしてほしい。住民が参加できるイベント情報
も少ないと思う。大幅に増やすべきだ。

宮崎市の取り組みについて、市民がどう感じているのか、もっと紙面で｢市民の声｣を掲載していただき
たい。

市が主催している講座の案内が少なく、掲載されても直前の掲載になっていると感じてます。広報にて
案内があると、興味を持たれてる方が申込みしやすいのかなと思ってます。

一通りは読んでいるので、もし重要な事があれば太字などわかりやすくしてもらえれば助かります。



・

・

・

【配布方法】
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（広報全般について）

　 【全般】

・

・

・
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・

市民の意識を高めるために、糖尿病、生活習慣病についての広報１０月号のように、全国比較の健康度
ワースト〇〇とか危機感を持つことも大事だと思いました。

市報の文字の大きさを少し太く、濃くしてもらえると助かる（７０代）

一時期、「市広報紙」がとても工夫されていて興味が引かれる記事や特集が多く、楽しく読ませていた
だいていました。このところ、普通の感じに戻ったように感じ、あまり魅力を感じません。

特に困る事は無いので、現状の感じで大丈夫だと思います。広報紙の経費削減は部数を減らす事で実現
可能ならば、それでよろしいと思います。

広報紙をいつも楽しみにしています。Q9で回答したように、紙媒体を残していただけますと助かります
が、全戸配布までは必要ないと思います。

市政広報は広報紙を続けてほしい。自治会での配布でOK。新聞への広告も必ず読んでいる。ぜひ続けて
ほしい。調べたいことがあるときは、インターネットを使うが、SNSは制限している。

市広報を毎月楽しみにしています。紙媒体はなくさないでほしいと思っていますが、経費や残って廃棄
される分を考えると、これからの時代にも対応して、WEB版のみになっても仕方ないなと思います。

Ｑ9の本音の回答としては、原則WEB版で答えたかったが、あと10年は無理だと思う。Webに不慣れな高齢
者もカバーしなければならないため、現行のやり方が現時点では最適だと考える。また、広報紙は自治
体に入っている人のみ配布すべき。差別化を図らなければ、入っている人が損している気分になる。

宮崎市の広報紙は見やすくわかりやすいです。基本的には不満もありませんが、基本的に誌面を読むの
は中高齢者が中心だと思うので、SNSやデジタルコンテンツの拡充により若い世代へのコンタクトを狙っ
ていく方向性が好ましいと思われます。

スマホ等を活用するのも時代の流れと思うが、今後宮崎は高齢化が進んできます。現状どおり、紙、放
送局（TV）を活用した広報活動を希望します。

市からの広報紙は、紙の方が再度確認などできることで有効に活用できると思います。

市の情報は原則として、市・広報紙に集約すべきだと思います。そのため全戸に配布すること。自治会
がその配布を担当してもらう（マンション等は管理者にお願いする）。急を要する情報はテレビ・ラジ
オ・新聞等で。上記の方法で住民の市政参加への気持ちを高めさせてもらう。

将来、経済、奉仕作業、回覧板の受け渡しが出来なくなり、自治会を退会するかもしれない。そうなる
と行政からの情報が伝わらなくなるかも。もし郵送でも行ってもらえれば助かる。

自治体の回覧もめんどくさい。そのためだけに班長まわってくるものやめたい。

広報紙の全戸配布でなくて少々さみしい気もしましたが、コンビニ等においてあったので、そちらで調
達しています。今後WEBへの切替があるとしても、市の施設だけでなく、コンビニなどのお店にも置いて
てほしいです。

私が住む地区では、ほぼ100%の人がWEB上資料を閲覧可能と思います。紙の媒体も一覧性がありますが、
各戸毎にアンケートをとり、WEB配布も選択肢の一つとしてもよいと思います。重要な事、均一性を持た
すために、紙媒体を主として市HPに掲載し、配布方法の多様化もあってもよいのでは。町内会での配布
方法も、住民に合わせ変えてもよい時期と考えます。

以前よりLINEにて活動に触れる機会が多くなり助かってます。また地震情報も早く安心です。お年寄り
の為には、広報紙必要と思います。施設においていただくと目にできるかも。

いまのところ満足してます。

今の状況を継続してほしい。

毎月広報を楽しみにしています。このまま続けて欲しいです。

工夫して情報提供（お知らせ）していると思う（限られた紙面で）。頑張ってください。

大変見やすく、コンパクトでわかりやすい。市民全ては無理ですが、必要な人に大切な（必要な）情報
届くよう、これからも更に工夫、改善を期待しています。

内容充実で十分満足しています。

解り易いのでこのままで充分です。

与えられた情報（広報紙・新聞等）で色んなことを得ています。必ずしも全ては見ていませんが、関心
の高いものは見ています。担当者の方が苦労されているのは良くわかります。これからも全市民が関心
を寄せるような記事及び広報方法・仕組みを熟慮され、一人でも多くの市民が見てもらう様取り組んで
頂きたい。ある程度の経費は全市民の為と思えば必要であり、かける必要はあると考えます。



・

・

・

・

・

・

・

・

・

　
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新聞を購読していないので、情報が取れないことがありますが、広報紙とLINEだけではとれないでしょ
うか。

年末年始の在宅医の情報がLINEで来ていたが、子供が発熱して小児科を受診しようとしたら（30日）急
に取り消しになっていた。LINEならその都度変更の知らせを送ることができるのではないかと思う。取
り消しになった小児科に行ったら開いてなくて、急遽医師会のホームページで確認したら載ってなかっ
た。他にも来ていた人達がいて戸惑っていた。別なとこに行ったらもういっぱいで受診できなかった。
何のためのLINEなのか疑問に思う。更に言えばインフルエンザが爆発的に増えている状況だったので、
小児科の在宅医が1軒というのはおかしい。事前に手立てはできなかったのかと思う。子育て支援とはそ
ういうとこにも予算を使うべきなのでは。

市議会便りが市広報紙と同様に配布されるが、市議会便りは全く見ない。見る市民も少ないと思いま
す。経費削減するのであれば、市議会便りを廃止する方が良いと思います。

老若男女の市民に対する差別ない対応を希望します。

出来るだけ多くの人々に、高齢化が進む中、忙しい人々にも、（大事な事）、お金関係、医療関係な
ど、「人が生きていく為に必要な事」（ぜいたくな事は取り除いて）、伝わる世の中であってほしい。

購読料の値上げやインターネットの普及で、新聞は未来の広報を行うツールとしての役割の地位から変
化している。また、新聞は少なくとも市外の市町村民まで掲載される記事を見ることとなり、費用対効
果的によいとは言えない。掲載をやめ、その費用を広報紙の内容充実・効果的な配布や速報性、通知数
の増加などＳＮＳの一層の充実化に当てて欲しい。

自治会加入率の増加が険しい中、今後は回覧板による広報、情報提供は廃止すべき。自治会費の軽減を
行うとともに、有料による広報紙の直接配布制及び公共施設等での無料配布制を導入してはどうか。

ＳＮＳはいかに通知数を増やして、読者に通知者の名前と内容を伝えるかが大事。専属の職員等を配置
し、相当数ある流したい情報をニュースのように発信していくようにしてはどうか。

いつも魅力的な広報をされている印象を受けます。0歳の子どもがいるので特に子育て情報の掲載はよく
見ています。これからも色んな活動に参加したいです。

家族で遠くに行くことが仕事や経済的な理由で困難ですが、市が行っている講座やイベントに参加し
て、家族で出きる楽しみや思い出作り、知識を深めるなどこれからも活用していきたいです。

現在の清山市長になってから、広報紙が大幅に改善され、とても見やすく、また読んでいて読みやすい
と感じる広報紙になっていると思います。LINEで、宮崎市のイベントをその時々で知ることも出来るの
で、活動が見えると実際に参加は難しくても、市民としての自覚を持つことが出来ます。これからも、
毎月の広報紙を楽しみにしています。

市政情報は、結構知ることが出来ていると思います。知りたい事が、知りたい時期に、広報に載ってい
るのでとても助かってます。プレゼント企画も楽しみにしています。

市の広報紙は毎号とても楽しみに見ています。写真もとてもきれいだといつも感心する思いです。また
宮崎市の公式SNSはLINEなどを利用していますが、先日の大地震の時も避難所の開設情報などスピー
ディーでありがたいと思います。

介護や終活、それにかかる時間とお金について度々発信して欲しい。

子どもが楽しめそうなイベントがあったことを後で知ることも多いので、イベント・行事のボリューム
を増やして頂けると大変嬉しいです。

市の政策・特集的なものがあると、政策について考え意見しやすくなると思う。

年代に応じた特集も必要かもですが、全年齢に必要な情報だと、誰もが自分に当てはまると興味を持つ
かも。

毎年度決算後にはバランスシートの概略を市報と新聞に掲載してほしい。

宮崎市広報について、表紙、内容ともとてもわかりやすく読みやすくなりました。なお、人口増対策
で、県外等へ広く宮崎市へ積極的な誘致活動もよろしくお願いします。

興味関心がない人たちにどう伝えるかが課題ではないでしょうか。我が家でも長男（高3）と私は興味を
持って情報収集していますが、妻と次男（中2）は全くと言っていいほど見ません。そのあたりが見たく
なるような入口があると良いかと思います。例えばポイ活とか。

以前よりかなり活発に情報発信されていると思います。何かと難しい世の中で、ちょっとしたことで炎
上とかしてしまう時代ですが、いかにも行政のお仕事という堅苦しさを、少しソフトな感じにされても
いいのかなという気もします。

行政の行っている仕事を積極的に発信してもらいたい。

各種イベント告知では、終了後の結果報告よりも、例年開催のイベントで有れば、前年の画像等や参加
者の声でイメージ発信する事で、事前告知PRと参加率アップに務めてほしい。終了後のイベント報告
は、掲載の価値が低いと感じます。

今後、宮崎市が活性化するためには、県民の所得向上が不可欠であり、企業の成長や女性・高齢者を含
む無職の方への支援を等を積極的に発信してもらいたい。



・

・

・

　
【広報媒体】
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・ 広報をなるだけペーパーレスにして欲しいです。

　
【その他】
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新聞に小さく載っている情報をもっと広報してほしい。

インバウンドも大事かも知れませんが、もっと地元の方々が宮崎にずっと居続けたいと思える、その土
地なりのルーツや功績者についての教育を小学校から行うですとか、この土地での学びがまだまだたく
さんあり、それを市民で学んでいくという機会、学びたいと思わせる宮崎の良さを伝えていけるよう
な、外ばかりでなく、大切な市民、内側に向けた楽しい広報活動を考えて頂きたいと思います。

宮崎市に住んでいてよかった、誇りに思う等に繋がることを目指して頂きたいのでそれに関わること、
例えばふるさと納税が初めて１００億円を突破したというニュースに終わらず、また関係する業者や団
体だけが潤うのではなく、この税収をどう活用したかなどを広報して頂きたいです。また、宮崎市の独
自性を見つけ（海がきれいや気候が良いは全国かなりの数があります）、それを広報し続けることで誇
りなどに繋がると考えます。

若い世代に合わせればSNSに力をいれなくてはならないし、そうすると老人の方は見る機会がなくなる。
幅広い全世代に向けての活動は難しいと思うので、無理する必要はないのではないか。

若者は紙媒体で見ません。LINEの通知でかつ少ない情報量で関心を持ちやすい見出しにすれば若者でも
見ると思います。独居のお年寄りの方には、訪問して紙媒体を配布すれば、孤独死や認知症予防になる
ので、一石二鳥で需要にもかなっていると思います。

今の時代に合ったネットを利用した情報発信で、現状のまま幅広い世代へ広報活動を行えば良いと思い
ます。

今時、税金を使って紙媒体で作成する事にどれほど意味があるのでしょうか。年配向けと言うが、今は
高齢者もスマホを使って情報を得ていると思う。少数のために無駄を省くことは仕方ないかと思う。持
続的な成長を期待したい。

情報はいつもLINEで受け取っています。とても便利で助かっています。でも、高齢者でもスマホをうま
く使いこなせていない人が多いようです。スマホ以外でも催物の案内を広報で知らせていただければと
思います。

広報紙の表紙はいつもおしゃれなデザインで良いと思います。若い人の文章離れが進んでいるので、SNS
など動画配信も積極的に行った方がいいかもしれません。

広報紙については、読んでいてワクワクするので、毎月楽しみにしています。私はテレビ・ラジオ世代
なので、メディア媒体での市政情報発信の場をもっと増やしていただけたらと思います。

「情報を入手したい市民」と「伝えたい市政」のミスマッチが発生しない様に運営しなけらばならない
と考えます。また、情報弱者への対応としてプッシュ型の通知手段は多様に用意しておく必要があると
考えます。

今いろんなところから情報のチラシが入ります、保険、健康食品等。広報も目立つデザインに（色彩と
かブルーで囲むとか）。宮崎は広報紙を読むのは高齢者が多いかなと思います。一年に何回かでも、高
齢者宅に市の情報をわかりやすく書いたものが届くようにしてほしい。昨年より災害を身近に感じるこ
ともあるので、その方面の情報とかも直接的にほしい。

竜巻災害にあいましたが、携帯も繋がらず電気も3日使えず大変でした。そんな時に情報が欲しかったと
思っています。

地震がこの頃多いので、呼びかけで、防災の件を常にしてほしい。（例：備える大切の呼びかけ面）。

今は中学生の子どもがいるので、市の活動について学校を通じて入ってくる情報もありますが、高校生
になったら、なかなか情報を目にすることは無くなるかと思います（自治会に入っていないので）。災
害や避難についての緊急性の高い情報が、もっと入手しやすくなるとありがたいです。

広報活動が全市民に届いているのか疑問です。市役所が市民にいくら市民一斉清掃参加やゴミだしの説
明をしても全然状況が変わらない。近所の集積場ですが、11月に草刈やゴミ撤去をしたにもかかわら
ず、その後分別不可のゴミがずっと取り残されている。貼り紙で呼びかけてもそのままです。自治会も
崩壊していて、数少ないいつもの同じメンバーしか活動していない。市役所から広報で呼びかけるだけ
では、色々なことが限界なのではと思う。今までの自治会単位も必要ですが、事業者単位での活動参加
も促すと良いと思う。

必要があれば電話で聞くことが出来るし、各地の地域センターの担当者が親切に相談に乗ってくれるの
でそんなに不自由はない。最近の市役所本庁の各課やコールセンターが親切丁寧に対応してくれるので
助かっています。特に地域センターは市民目線で寄り添ってくれていると思う。高齢者等には優しく接
していると感じます。新聞は購読料が高くなりすぎて家計に影響が出始めたので購読をやめました。テ
レビ、パソコン等で視聴できるので、これ以上の情報媒体は必要ないと感じています。若者だけでなく
高齢者層でも新聞等の購読者が間違いなく減り続けていると思います。



（その他）
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お世辞ではありませんが、清山市長になって市政が目に見えてきたという声を聞きます。確かにわかり
やすくなってきています。市民の立場に立って運営されてきている感「大」です。

回覧板をまわすのも大変です。特に1人暮らしの高齢者など、安否確認になるのかもしれないが、月2回
は大変。班長になると月2回文書を分ける作業があるのもツライ。仕事から疲れて帰ってきて回覧板が来
てると絶望する。自治会も若い人が入りたがらないのはよく分かる。

自治会加入者が少ない。災害時等加入者非加入者等に差が有る様にする等、広報活動等により加入率の
向上を計る活動を積極的に実施してほしい。

自治会に入っていると自ら情報をとりに行かずとも、回覧板として提供されるので良い仕組みだと思
う。自治会に入っていないと自らが動いて広報紙の情報を取得しないといけない。これらの人が宮崎市
の広報紙を見ている割合を知りたいものだ。

とにかく文字は小さすぎる。高齢者には読めない。現在自治会に未加入の方は回覧での広報紙は届いて
いないと思う。最近は未加入者が多く（私の自治会は430世帯のうち50世帯が未加入）かっては98%の加
入率を誇ってたのに残念です。子供会も消滅状態と聞きました。地域コミュニティがだんだん崩れて
いってるような気がします。行政としてはこの状況をどのように受け止め、対策をされているのか。自
治会の理事会では、いつも現状を打開するための具体的な対策は出されません。特に子供たちのための
PTAや子供会が現状のままでいいはずがない。受け止め方の現状を知りたいです。

できるだけムダを省いてほしい。日頃の生活で精一杯です。これ以上ムダなものに税金を使ってほしく
ないです。浸透していないのも事実です。

市役所内のことをもっと出していいと思う。透明性があり、市民と近い雰囲気づくり。

広報活動ではないが、1月15日朝、家の前でハトが死んでいた。これを保健所に電話したが保健所はこれ
は保健所の管轄でないと言い、市の林業関係の部署を紹介し連絡先を教えてくれたので連絡（0985-21-
1919）すると、「これは私達の業務ではないので関係先へ連絡します」と言われ「通常はゴミとして処
理していい」とも言った。ここで問題は2点ある。一つ目は、鳥インフルエンザと関係があると考えて連
絡したのである。二つ目が大きい。市の業務の細部までは一般市民に分かるはずがないのに、なぜ「私
達の業務ではない」と通報者に言わなければいけないのか、ではなぜ保健所はこの場所を教えたのが間
違っていたのか、市の中でしっかりと通報者への対応の仕方を考えてほしい。

子供参加型はあるが、抽選にしないで欲しい。もっとたくさん参加したい。表に出なければ裏方役の募
集などもあってもいい。そういう方は優先的に参加できるなど。

私の場合は、市政モニターアンケートによって市政に関して意見を述べることが出来るので、何か気付
きがあったときに不便は感じません。しかし、一般の市民の方が、市政に関して何か言いたいことや気
づいたことがあったときに、気楽に意見が言えるような「取り組み」や「仕組み」が十分整っているか
については、さらに検討を要するのではないかと思います。

「子ども食堂」的な支援の情報がリアルタイムで分かると、助かる人達が多いと感じます。野菜売場で
偶然話した知らない女性は、「物価が高いので昼食抜きで生活してる」と言って、本当にこういう人達
が一定数おられるんだと実感しました。ましてや子供さんがいたら尚更大変です。しかし「子ども食
堂」ではなく、最近増えてる「高齢者でもどなたでも」的なボランティア食堂が近所にあると「孤独な
高齢者、ワンオペ親子、転入して知人のいない人、引きこもり気味の人、誰かと会話したい人」など、
食事以上の効果や活性化があると思います。そのためのお世話に一役かいますよみたいな些細な役割分
担（仕分けや時間当番だけでも）も自由にメンバーが募れたり持ち寄ったり出来ると、寄り集まり所に
もなり、現状のような人手不足や材料不足への対策にもなるのでは。
なお、その開催情報は2種類あった方が良くて、高齢者にはやはり会報などの紙媒体が安心ですし、スマ
ホでは無理かと。逆に若者や中高年層は（選挙時の影響力で判明した通り）SNSでの登録配信が届くと、
経済的に助かる情報には、高齢者も若者も助かると思います。

今日のメディアで宮崎市のふるさと納税が好調だと知らされた、とても喜ばしい。目的税だから縛りは
あるだろうが上下水道事業に重きを置いて活用してほしい。最近、宮崎市の水道の味がたいへんよろし
くない。食べ物は豊かで美味しい農業立県なのに、基本の水道水が危機的なのは残念でならない。改善
に期待します。

人口が減っていくなか、若い方達のアイデアは、私達からすると違った考えがある。もっと大学生の方
の意見も聞いて参考にする必要があります。

いつの間にかMRT放送のデータ表示から休日当番医の情報がなくなったので検索が大変です。テレビをつ
けてデータボタン押したら見れていたのになくなったので、スマホを取りだし検索する手間が嫌です。
毎週当番医の情報をデータ放送で見れるようにしてもらうか、SNSで検索しなくてもSNSに一覧表自体を
載せて欲しいです。



（１）調査期間 令和7年1月10日 ～ 令和7年1月24日   ※終了後も一定期間回収　
（２）モニター数 198人
（３）回答者数
（４）担当課 都市整備部　都市計画課

 ◆ 調査の目的

自転車利活用に関する市民の声を聞き、今後のより良い自転車利用のための基礎資料とするため。

 ◆ 調査の概要

185人　（回答率　93％）

 ◆ 調査結果考察

【問１．日常生活において、自転車を利用していますか。】
 25％の方が「利用している」と回答。そのうち、問２の利用頻度では「ほぼ毎日利用している」と回答があったのが41％であっ
たことから、全体の約10％が日常的に自転車を利用している。令和2年国勢調査における宮崎市の自転車分担率が11％であり、ほ
ぼ同水準であった。
　また、問４の利用目的では「食事・買い物」が45%と多く、次いで「通勤・通学」や「健康の保持・運動」となっており、「レ
ジャー」や「ビジネスユース」の利用は少なかった。

【問３．自転車を利用しない理由は何ですか。】
 公共交通機関や自家用車の利用を理由とした方が63％と最多となった。「その他」の具体的な内容としては、高齢や健康上の理
由を挙げた方が多かった。また、ヘルメット着用の努力義務化を理由とした回答もみられた。

【問５．自転車を利用するにあたって行っている安全対策はありますか。】
　「ヘルメットの着用」と回答があったのが18％と令和６年に警察庁が実施した調査における8.1％（宮崎県全体）を大きく上回っ
た。一方で、宮崎県の条例により加入が義務付けられている「自転車損害賠償保険への加入」と回答したのは34％にとどまった。

【問６～１０．「自転車のルール」について】
自転車利用のルールについては、多くの方が「知っている」ものの、ルールのよっては「守らないときがある」と回答した方が
20%を上回った。

【問１１．自転車の「通行量」が多い場所で、通行に危険や障害を感じたことがありますか。】
　63％の方が「ある」と回答。具体的な内容として多かったのは、歩行者として歩道を通行している際の自転車の追い越しや並列
走行、自動車の運転者からの目線では、車道を走行する自転車を追い越す際や急な飛び出しなどが挙げられた。

【問１２．自転車通行空間の路面標示を知っていますか。また、実際に走行したことがありますか。】
　88％の方が「知っている」と回答し、路面標示の認知度は高い。また、「走行したことがある」との回答も34％と、問１で自転
車を日常生活で利用していると答えた割合の25％を上回っていることから、自転車を利用している（していた）方の多くが路面標
示に従って走行したことがあるものと思われる。

【問１４．中心市街地へ自転車で行くとしたら、どこに駐輪しますか。】
 最も回答が多かったのは、「商業施設の駐輪場」で71％、次いで「市営駐輪場」と「目的地付近の路上や店舗等の前」がそれぞ
れ12％となり、駐輪場以外の場所に駐輪するとした回答が一定数みられた。

 ◆ 調査結果まとめ

令和６年度 宮崎市政モニターアンケート

「自転車利用」に関するアンケート調査 集計結果 

　日常の自転車利用については、利用しないと答えた方の理由として、公共交通機関や自家用車の利用と答えた方が多いものの、
自由意見では、地球温暖化防止や健康増進の観点などからも、シェアサイクルを含めた自転車利用の促進について好意的なご意見
を多くいただいた。
　自転車のルールについては、特に学生の自転車マナーについてのご意見を多くいただいた。
　自転車の通行・駐輪については、駐輪場所として市営駐輪場と回答があった割合が低く、自由意見においても駐輪場のマップや
案内看板の設置を求めるご意見があった。また、自転車通行空間の路面標示については、多くの方が認知している一方で、安全性
については評価が分かれる結果となった。
　今回のアンケートで頂いたご意見は、本市の自転車利用促進ついての施策の参考とさせていただきます。



①利用している 25% ①ほぼ毎日利用している 41%

②利用していない 75% ②週に１～３回程度利用している 33%

③月に１～数回程度利用している 26%

①鉄道・バス等の公共交通や自家用車を利用するから 63% ①通勤・通学 23%

②運転技量に不安があるから 9% ②健康の保持・運動 18%

③車道走行に不安があるから 13% ③食事・買い物 45%

④その他 15% ④レジャー（サイクリング等） 5%

⑤ビジネスユース（通勤を除く） 1%

⑥その他 7%

 ◎ 調査結果（各設問に対する回答）

 ■ 「日常の自転車利用」について

１．日常生活において、自転車を利用しています
か。

２．自転車を利用する頻度はどの程度ですか。（自
転車利用者のみ回答）

３．自転車を利用しない理由は何ですか。
４．自転車をどういった目的で利用しますか。（自
転車利用者のみ回答、複数回答可）
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その他■ 鉄道・バス等の公共交通や、
　 自家用車を利用するから
■ 運転技量に不安があるから
■ 車道走行に不安があるから



18%

②自転車損害賠償保険への加入 34%

③ルール・マナーの遵守 45%

④その他 1%

⑤特にない 2%

67% ①知っていて、守っている 45%
25% ②知っているが、守らないときがある 21%
8% ③知らなかった 34%

①ヘルメットの着用

 ■ 「自転車のルール」について

Ⅰ．道路標識、路面標示により歩道を通行することができるとされて
いるとき

Ⅱ．児童や幼児（１３歳未満）、７０歳以上の高齢者であるとき
Ⅲ．車道や交通の状況に照らして、自転車の通行の安全を確保するた

①知っていて、守っている
②知っているが、守らないときがある
③知らなかった

５．自転車を利用するにあたって行っている安全対
策はありますか。（自転車利用者のみ回答、複数回
答可）

６．自転車はバイクや自動車とおなじ車両であり、
例外的な場合を除いて車道の左側走行が原則である
ことを知っていますか。

７．自転車は、以下にあてはまる場合に限り、例外
的に歩道を通行することができ、それ以外の場合は
車道を通行しなければならないということを知って
いますか。

18%

34%

45%

1%

2%

ヘルメットの着用

自転車損害賠償保険への
加入

ルール・マナーの遵守

その他

特にない

67%

25%

8%

知っていて、守っている

知っているが、守らないときがある

知らなかった

45%

21%

34%

知っていて、守っている
知っているが、守らないときがある
知らなかった



①知っていて、守っている 74% ①知っている 89%
②知っているが、守らないときがある 10% ②知らなかった 11%
③知らなかった 16%

１０．自転車ルールについての自由意見（別掲）

①ある 63% ①知っていて、走行したことがある 34%
②ない 37% ②知っているが、走行したことはない 54%

③知らなかった 12%

 ■ 「自転車の通行、駐輪」について

８．例外的に自転車が歩道を通行できる場合でも、
歩道内は「歩行者優先」であり、自転車は車道側を
徐行し、歩行者の通行を妨げてはならないというこ
とを知っていますか。

９．自転車を降りて、押して歩いている場合は「歩
行者」扱いとなり、歩道を通行できることを知って
いますか。

１１．自転車の「通行量」が多い場所で、通行に危
険や障害を感じたことがありますか。

１２．自転車通行空間の路面標示を知っています
か。また、実際に走行したことがありますか。

74%

10%

16%

知っていて、守っている

知っているが、守らないときがある

知らなかった

89%

11%

知っている
知らなかった

63%

37%

ある ない

34%

54%

12%

知っていて、走行したことがある

知っているが、走行したことはない

知らなかった



①安全になった 20% ①市営駐輪場 12%
②危険になった 13% ②商業施設の駐輪場 71%
③走る場所が明確になり走りやすくなった 28% ③目的地付近の路上や店舗等の前 12%
④表示に沿って車道を走るのが怖い 28% ④その他 4%
⑤その他 6%
⑥特に変わりはない 5%

１０．自転車ルールについての自由意見（主なご意見）

 ■ 「自由意見」について

・ヘルメット着用を義務化したほうがいい。特に高校生以上の大人の未着用が多く、事故や怪我を防止するのであれ
　ば規制を強化した方がいいのではないか。
・自転車のルールは認識しているものの、ルール通りに運転すると、自動車と接近する場面が多々あるため完璧にル
　ールを守るのは難しい。
・車道走行の危険性など、現状の道路が自転車の良好な走行に適していない。ルールを守れるハードの状態を構築す
　るのが先ではないか。

１５．自転車通行空間や駐輪場についての自由意見（主なご意見）
・路面標示が増えると、車・自転車、双方がルールを守りやすくなり、結果、歩行者の安全も守られると思う。
・市営駐輪場の存在はあまり知られていないのではないか。わかりやすい駐輪場マップや看板があると良いと思
・特に、通行量の多い道路や片側一車線道路は自転車がゆとりを持って走れるようにしてほしい。

１６．市が行う自転車利用促進の取組についての自由意見（主なご意見）
・道路や駐輪場などの環境をもっと整えて、安全に利用できるようになれば、自転車利用も増えるのではないかと思う。
・シェアサイクルは便利なので、ポートをもっと増やしてほしい。
・駅やバス停の近くにもっと駐輪場が設置されれば、自動車をやめて自転車の利用が多くなるのではないか。
・自転車と車、お互いが安心して走れるように道路の幅をゆとりあるものにしてもらいたい。自転車に乗って車に乗る回数を減ら
　したいが、ルールが　変わってから車道を走ることが怖くて乗らなくなった。

・自転車の利用促進も必要だと思うが、自転車の利用のマナーについての広報や交通教室などの啓発も進めてほしい。

・自転車利用促進の中に学生への交通教室を行ってほしい。特に高校生のマナーの悪さが目につき、何度も危ない場面を見かけ
　た。ヘルメットを着用していなかったり斜め横断、平行運転など命の危険に関わる行為であることを知ってほしい。

・自転車通行空間がもっと整備されたら、歩道を通行する自転車は少なくなると思います。
・利用促進は地球温暖化の観点からも重要だと思います。安全に走行できればベスト。
・自転車は健康にも良いので利用できる人は利用するとよい、私も若いころは自転車を利用していた。車の駐車場はいつもこみ
　あっているので。

１３．路肩や交差点等は自転車通行空間が整備され
て安全性がどのように変化したと感じますか。（複
数回答可）

１４．中心市街地へ自転車で行くとしたら、どこに
駐輪しますか。

１５．自転車通行空間や駐輪場についての自由意見
（別掲）

１６．市が行う自転車利用促進の取組についての自
由意見（別掲）

20%

13%

28%

28%

6%

5%

安全になった

危険になった

走る場所が明確になり走
りやすくなった

表示に沿って車道を走る
のが怖い

その他

特に変わりはない

12%

71%

12%
4%

■ 市営駐車場
■ 商業施設の駐車場
■ 目的地付近の路上や店舗等の前
■ その他





（１）調査期間　　　令和7年1月10日～令和7年1月24日　※終了後も一定期間回収
（２）モニター数　　198人
（３）回答者数　　　184人　（回答率　93％）　
（４）担当課　　　　健康管理部　健康支援課

令和6年度 宮崎市政モニターアンケート

「女性の健康」に関するアンケート調査 集計結果

 ◆ 調査の目的

 ◆ 調査の概要

 ◆ 調査結果

【問１～３】
　本アンケート調査では、６３%がPMS（月経前症候群）という言葉を知っており、月経・PMSについて十分
な知識を持っていると回答。知識を得た機会については、「書籍・雑誌・テレビ」、「インターネット・
SNS」が上位を占め、次いで「友人・パートナー・配偶者」の順であった。
　また、「知る機会がなかった」という回答も一定数あった。「学校での授業」や「親」から知識を得たとい
う回答は低かった。

【問４～６】
　８０%以上が月経・PMSについて知識を得る必要があると回答した。また、学校で月経・PMSを学ぶ機会の
提供については、９０%以上が必要性を感じていることが分かった。「多様性の時代であり、女性の社会への参
画は必要であり、配慮しなければならないことを十分に理解することは重要である」、「知識がなく苦労し
た」、「正しい対処ができればQOLが上がっていたと思う」、のように自身の経験からもっと早く知識を得る
ことの必要性を認識している人がいる一方で、「今まで不都合を感じたことはない」、「個人差があるの
で」、といった回答もあった。

【問７～９】
　生理回数の増加と健康リスクの増加との関連は５５%が知らないと回答した。家庭や職場における女性の健康
問題への理解は家庭の方が高く、職場で理解があると回答した割合は、家庭に比べて約半数程度という結果と
なった。

【問１０～１１】
　現在の職場における取り組みでは、「婦人科系がん検診を受診できる体制づくり」が最も多い。職場に必要
だと思う取り組みでは、「経営者や管理職の意識づけ」が一番高く、次いで「男性も含めた、女性の健康問題
についての理解を深める研修の実施」であった。

 ◆ 調査結果まとめ

　月経やPMS（月経前症候群）に関する理解度や意識・対策等の実態及び要望を把握し、今後の普及啓発の
参考とするため。

　今回のアンケート結果から、月経・PMS（月経前症候群）に関する知識の必要性を感じており、高い関心が
伺えることが分かった。若いうちから正しい知識を学ぶ機会の提供や、職場における経営層や管理職への理解
促進、社員への教育、休暇取得しやすい環境づくりなど、多角的な取り組みが求められている。
　今後の女性の健康課題の理解促進のため、アンケート結果を参考にしながら、教育や企業との連携を検討す
る必要があると考える。



 問１

回答数

① 知っている 115 63%

② 聞いたことはあるが内容は知らない 31 17%

③ 聞いたことがない 38 21%

184 100%

 問２

回答数

① とてもあると思う 33 18%

② ややあると思う 74 40%

③ あまりないと思う 34 19%

④ ないと思う 42 23%

⑤ 未回答 1 1%

184 100%

 問３

回答数

① 学校での授業 21 7%

② 親 9 3%

③ 友人・パートナー・配偶者 32 11%

④ 書籍・雑誌・テレビ 82 29%

⑤ インターネット・SNS 78 27%

⑥ 知る機会がなかった 38 13%

⑦ その他 25 9%

未回答 1 0%

286 100%

その他意見

 問４

回答数

① とてもあると思う 84 46%

② ややあると思う 71 39%

③ あまりないと思う 20 11%

④ ないと思う 7 4%

⑤ 未回答 2 1%

184 100%

 ◎ 調査結果

 ■ 月経・PMS(月経前症候群)の知識について

PMS（月経前症候群）という言葉を知っていますか。

選択肢 構成比

計

月経・PMS（月経前症候群）について十分な知識を持っていると思いますか。

選択肢 構成比

計

知識を取得した機会について、あてはまるものを３つまで選んでください。(複数選択可)

選択肢 構成比

計

もっと月経・PMS（月経前症候群）について知識を得る必要があると思いますか。

選択肢 構成比

計

仕事柄知っている、職場の研修、自分や家族に症状があった経験から、新聞やラジオ、セミナー
を通して

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%



 問５

【①とてもあると思うを選んだ理由】
・

・

・

・

・

・

・

【②ややあると思うを選んだ理由】

・

・

・

・

・

・

・

【③あまりないと思うを選んだ理由】

・

・

・

【④ないと思うを選んだ理由】

・

・

 問６

回答数

① とても思う 108 59%

② やや思う 65 35%

③ あまり思わない 9 5%

④ 思わない 2 1%

184 100%

問４でその選択肢を選んだ理由を教えてください。（自由記述・一部抜粋）

学校や仕事など日常で月経による体調不安を抱える人がいる。同じ女性でも月経が軽く、月
経痛や月経前症候群に理解がない人もいる。つらい人に思いやりを持つために知識を持つこ
とは重要。
学生時代にピルを知っていたらQOLが上がっていたと思う。

自分自身、そして娘もPMSであり大変苦労した。もっと理解していただきたいし、その学び
の場を持つべきだと考える。
多様性の時代であり、女性の社会への参画は必要であり、配慮しなければならない事を十分
に理解することは重要である。
個人差のある症状なので、女性自身も自分の身体をしっかり理解していなければならないと
思う。
自分も含めて当事者のことを理解してあげられるよう、色々と知っておいた方がいいと思っ
たから。
PMSや月経痛は、特に職場での理解があまり理解が進んでいない。男性の多い職場では、女
性はPMSを訴え辛い環境にあると思う。老若男女問わず、知っていただくことで社会全体で
理解を進めていく必要がある。

詳しい知識があれば自分なりに対処出来ると思うから。

外から見てわかる問題ではないから。そこに考えを馳せられるように知識を広める必要があ
ると思う。
社会生活の中では職場でも家庭でも知っている方が良いと思う。

学校のトイレに衛生用品の備え付け、高校受験等で生理による体調不良等の救済・再受験、
当日欠席の扱いなど配慮されており社会全体で取組むべきだと思う。
知らないよりはこういうものがあるとの程度で知っていた方がよいが、個人差があるものな
ので、強く知識を得る必要があるとは思わない。
理解を深めることは大切だと思うが、デリケートな問題なので慎重にした方がいいと思うの
で。
何も知らないから。知ることで理解することができ、どのように対応すべきか考えることが
できるから。

今まで不都合を感じた事はないから。

痛みや症状には個人差があると思うので、生理のある女性は知っておくべきだが、無い人と
共有しても押し付けになりそう。
取り立てて知らなくても人生を送られないことはない、騒ぎ立てることはないと思料するか
ら。

男性で、あまり女性の情報は最低限でいいと思う。

もう閉経したから。

（男女ともに）学校で月経・PMS（月経前症候群）について、学ぶ機会がもっと提供されるとよ
いと思いますか。

選択肢 構成比

計 0% 25% 50% 75% 100%



 問７

回答数

① 知っている 138 75%

② 知らない 46 25%

184 100%

 問８

回答数

① 知っている 102 55%

② 知らない 82 45%

184 100%

 問９

■家庭の場合

回答数

① とてもあると思う 36 20%

② ややあると思う 73 40%

③ あまりないと思う 47 26%

④ ないと思う 14 8%

⑤ 分からない 13 7%

未回答 1 1%

184 100%

■職場の場合

回答数

① とてもあると思う 18 10%

② ややあると思う 41 22%

③ あまりないと思う 48 26%

④ ないと思う 26 14%

⑤ 分からない 47 26%

未回答 4 2%

184 100%

 ■ 女性をとり巻く環境について

生理休暇の取得が法律で定められた権利であることを知っていますか

選択肢 構成比

計

ライフサイクルの変化による生理回数の増加が、女性の子宮筋腫や子宮内膜症などの健康リスク
を高めることを知っていますか。

選択肢 構成比

計

月経やＰＭＳ（月経前症候群）、妊娠・出産、更年期などの女性の健康問題に知識・理解がある
と思いますか。

選択肢 構成比

計

選択肢 構成比

計

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%



 問１０

回答数

① 女性の健康問題についての職場内研修 10 4%

② 婦人科系がん検診を受診できる体制づくり 33 14%

③ 業務分担や適切な人員配置等のサポート 18 7%

④ 低用量ピルの服薬支援や補助 6 3%

⑤ フレックスやテレワークなどの柔軟な働き方ができる制度の導入 14 6%

⑥ 医師や保健師など専門職に気軽に相談できる窓口 14 6%

⑦ 不調時に休憩できるスペースなどの整備 19 8%

⑧ 月経困難・不妊治療等のための休暇制度 19 8%

⑨ 働いていない/分からない 80 33%

⑩ その他 9 4%

未回答・取り組み無 21 9%

243 100%

その他意見

・

・

 問１１

回答数

① 経営者や管理職の意識づけ 115 23%

② 婦人科系がん検診を受診できる体制づくり 46 9%

③ オンライン診療の導入による負担軽減 14 3%

④ 低用量ピルの服薬支援や補助 11 2%

⑤ 男性も含めた、女性の健康問題についての理解を深める研修の実施 65 13%

⑥ 医師や保健師など専門職に気軽に相談できる窓口 24 5%

⑦ 業務分担や適切な人員配置等のサポート 39 8%

⑧ 上司や部署内でのコミュニケーション 37 7%

⑨ 不調時に休憩できるスペースなどの整備 47 9%

⑩ 月経困難・不妊治療等のための休暇制度 34 7%

⑪ 女性の健康課題に取り組んだ企業への評価や補助金の交付 19 4%

⑫ フレックスやテレワークなどの柔軟な働き方ができる制度の導入 50 10%

⑬ その他 3 1%

未回答 2 0%

506 100%

その他意見

・

・

・

あなたの職場ではどのような取り組みがありますか。(複数選択可)

選択肢 構成比

計

生理が重い時は早退できる。

単独で働いている。

女性が健康問題に対処しながら働くために、職場に必要だと思う取り組みを選んでください。(複
数選択可)

選択肢 構成比

計

すべて必要。

休暇制度の利用基準を明確にする。(制度はあるが、利用して良いのかわからないため利用し
たことがない)
仕事場が寒く女性には辛いこともある。ナプキン等の保管場所がトイレにあると良いと思
う。

0% 25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%



 問１２

〈周囲の理解〉
・

・

・
・

・

・

・

・
・

〈社会の理解や職場環境〉
・

・

・

・

・

・

・

女性特有の健康問題の理解や職場環境の改善について、提案等を含めて自由な意見をお書きくだ
さい。(自由記述・一部抜粋)

自分の職場は、高齢の男性、女性しかいないため、女性特有の体調不良などをちゃんと理解してくれる
方がいない。意見を聞いてくれる環境でもない。体調崩しているときは、有給を利用して休んでいる。
高齢の方には、何を言っても無駄だとあきらめている。
休みやすい環境が必要だが、なかなか現実的には難しい状況である為我慢するしかないし、やはり、今
までそんな事当たり前だった方からしたら理解してもらうまでには時間がかかると思う。

怠けているわけではない事を理解してほしい。
女性だけでなく、男性の更年期障害などまだまだ社会的に認知されていないものが沢山あると思う。
「無知」「無関心」が最も注意することだと思っている。男女は平等だが、性差の特徴があるのでその
特徴を学校や職場で定期的に実施する。実施しているかで評価するなどから始める必要があると思う。

生理休暇を取っている人をみたことがない。学校なども生理休暇はないし、本当に改善しようという気
があるのか？疑問です。多分男性にはなかなか理解してもらえない。生理痛や、生理の大変さを一度味
わって欲しい。ナプキンなどもすごく高いし、経済的負担もある。
女性のことのみでなく男性のことを含めてお互いを知り、理解を深めることが大切ではないか。男性特
有のことも議題にして欲しい。女性間の理解もむしろ必要ではないか。年齢層の違いにより、中高年齢
層が若年層に対し、時代の変化を踏まえた柔軟な理解促進を図ることが、男女間よりもむしろ必要と思
う。

女性特有の健康問題が話題となる時代になり、大変喜んでいる。この事は少子化問題にも関係がある。
子供が産めるのは女性だけなのに、社会で働く女性の権利や健康問題を蔑ろにして来た事による結果が
少子化ではないかと思っている。先ず大企業が率先して、見本として女性の特有な健康問題を理解し女
性の目線で働きやすい職場環境を作ることが重要と考える。

私自身が知識不足なため、まずはその辺の知識を得て色々な取り組みに協力していきたい。
個人でしっかりとした知識を学んでいくべきです。若い親子さんはもっと知るべきだと思う。

どこも人手不足でそれどころではない現実もあると思う。女性特有の問題解決の前に、そこに取り組め
るための人員不足解消からやらなければ、今度は男性への負担が増えすぎ、離職等の問題につながると
心配される。

最近は不妊治療などにも理解が進んでいると聞いている。高校入試でも生理で体調不良の生徒への配慮
があると知り、良いことだと思う。女性が出産でキャリアが途切れないように職場環境が改善されるよ
う願っている。
今の時代、働いている女性が多いので、子供達も自分の母親が女性の疾患や月経や妊娠できつくても休
めない様な状況を見ていたら、それが当たり前なんだと思ってしまったりきつくても我慢してしまうと
思う。

職場により対応はまちまちだと思う。大きな改善を進めるにはかなりの時間を要すると思う。

女性の多い職場だと、わりとそのようなことは日常なので理解しあえると思う。ただ、皆が色々と要求
すると職場が回らない。人的配置や業務負担を強いられる人にそれなりの対価を与えないとあつれきが
できる。いま現在、体調が少しくらい悪くても頑張っている人がいる反面、制度をめいいっぱい使って
いる人もいる。配慮や改善も必要だが、特定の人だけの改善にならないように希望する。
まずは管理者の意識改革が喫緊の課題だと思う。宮崎は大企業が少なく、中小企業がほどんどなので
『融通が利く』が『融通が利かない』のどちらかが多いと思う。大切なのは、そのような、ふわっとし
たもの、曖昧なものではなく、しっかり職場の福利厚生において『明文化』すること。
女性特有の健康問題も男性特有の健康問題も病気になられた方の健康問題もなった人もその気持ちだっ
たり必要なものだったりは経験者しかわからない。思いやりや理解を深めることを会社のトップに知識
づけそれの重要さをトップが話したり理解する機会をつくると職場の方もすんなり入りやすいと思う。
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生理休暇を取得しようにも、業務が終わらないため取らない人が多いのではないだろうか。
→休むことで仕事が溜まり次の日の自分が苦しくなる。それなら我慢して仕事をする。といった思考回
路になると考える。
また、職場全体で生理休暇を受け入れる土台ができていないと感じる。
→申請した際に上司から何か言われるかもしれないという不安。閉経した高齢の女性社員から、「私の
頃は我慢して仕事をしていた、根性がない」といった陰口が出る恐れ。
なお、生理休暇取得のために、その他の社員へ仕事の負担がいった場合、給料の差別化は図れるのか、
差別化されなかった場合残った職員へのモチベーションの低下に繋がらないだろうかという不安。

セクハラ、パワハラなどの線引きもあり、男性の管理職がこの問題に触れることはほとんど不可能な状
態になっている。労働者の権利として位置づけられている以上、管理職が気を遣いながら対応するので
はなく、労働者の側からこの権利を行使できる仕組みが必要と感じる。
業務の軽減やテレワーク環境の整備などを含めた業務環境の整備や改善が必要、それにより働き続けら
れる職場を安定できると思う。

男であるので知識を持っても理解しえないが、女性の社会進出に伴い、制度・施設の拡充は必要と思
う。
生理休暇等、企業側で設定されているが、男性上司に対して申請しづらいとの声も聞くので、取得しや
すい環境整備が必要。

人事部署と上司が部下の健康問題を理解（知る）することで働きやすい環境作りができる。
女性を特別扱いするのではなく、男女ともに無理なく働いて休める体制を整えるのが大切だと思う。

市役所職員が職場訪問して啓蒙活動をしたら良いと思う。
いまだに『女性の健康問題に関する意識調査』を『市』として取り組まねばならない状況にあるという
ことが大変嘆かわしく思う。「女性の健康課題」への取り組み方を『市行政』として積極的に評価し、
マスコミの協力も得て世間に周知していく仕組みを構築し、実行することが必要な状況ということ。

健康問題に対する理解度は低いと思う。学校での教育と同時に社会人にも知る機会を広報誌やTV、ラ
ジオを通して知っていく必要を感じる。

企業に対してチラシを送るだけでは、管理者は見ないことが多いと思う。仕事に関係ないチラシをじっ
くり見ている企業は少ない。情報を一方的に与えるのではなく「なぜ会社として管理者として理解を深
めないといけないのか」を切り口に周知してほしい。
昔は痛み止めを飲む事を否とする考えがあったり、PMSについての考えがなかったため、現在職場の上
司になっている方の中には意識不十分な方がいるかもしれない。学校だけでなく広く知らせる必要があ
ると思う。

若い世代に、女性は35歳以上になると、妊娠率の低下だけでなく流産率が増加する事を、図やグラフで
分かりやすく伝える事で、少しは少子化対策になるのではないか。また職場に不妊治療で休みを取る事
は伝えづらく、機会を失ってしまい後悔している。「不妊治療休暇または休職制度」や「出生支援休職
制度」など、年次有給休暇以外に不妊治療を続けやすい休暇制度が設けられている職場がもっと増えて
ほしいし、市のSNSでも発信してほしい。

知らないことには体温の伴った対応はできないと思う。理解からの行動が求められない段階ならば、ま
ずは行政等で大枠を作成してほしい。

育休取得の推進と同じ重要性をもって、政治が職場に、目安やガイドラインを設けると、推進しやすい
と思う。

職場での性に関することや月経などに関することの出張型セミナーも入れてほしい。

なかなか職場で、月経中や月経前だから不調ですとは言えないので、職場に理解を求めるのは難しいと
考えている。

高齢につき関心がない。


